
2017年10月20日（金） 11～19時（予定）
2017年10月21日（土） 10～16時（予定）

大阪ガス本社ビル 1F・8F（20日のみ）等
（大阪市中央区平野町４－１－２）

松崎酒造店［福島県天栄村］、笹の川酒造（株）［福島県郡山市］、
（有）佐々木酒造店［宮城県名取市］、（株）一ノ蔵［宮城県大崎市］、
酔仙酒造（株）［岩手県大船渡市］、（株）わしの尾［岩手県八幡平市］、大阪府酒造組合 [大阪府 ]

（一社）日本社会連帯機構 （一社）日本フロンティア・ネットワーク
日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会

大阪ガス（株）、全日本年金者組合大阪府本部、（一社）まちライブラリー、大阪府酒造組合、
生協法人大阪高齢者生活協同組合、企業組合はんしんワーカーズコープ、城南信用金庫、
（一社）協同総合研究所、大堀相馬焼協同組合、有限責任監査法人トーマツ、学校法人東京マスダ学院

チケット（前売券又は当日券）を購入。酒の肴は別途現金で
【部分参加（税込）】前売券：1,300 円、当日券：1,500 円
（会場①［飲み比べ・酒蔵紹介・酒類＆酒の肴販売］）
【全部参加（税込）】前売券：2,300 円、当日券：2,500 円
（会場①＋②［記念講演・シンポジウム・特別トークショー］）
　※会場②の開催時間は裏面に記載

受付で前売券を提示（又は当日券を購入）後、ぐい吞み＆
資料集を貰って会場内へ。希望の酒蔵ブースでチケットを
提示。チケット１枚につき、ぐい吞み６杯分まで試飲可。
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東日本大震災復興支援【酒の座 in 大阪】
～地域の力、日本本来の力とは何か…東北復興の地から考える～

◆開催目 的
　　　　　いま、地域社会は人々の連携・連帯の輪が断ち切れ、生活と暮らしにも生きづら
　　　　さを抱え、どうしたらよいのかと、多くの地域や人々が悩んでいるというのが
　　　現状ではないでしょうか。
　「協同労働の協同組合」であるワーカーズコープが母体となって設立された
一般社団法人日本社会連帯機構では、「連帯の力で築こう人の絆、地域の活力」を
合言葉に、これまで 13年間、活動を展開してきました。
　今回、「東日本大震災復興支援【酒の座 in 大阪】～地域の力、日本
本来の力とは何か…東北復興の地から考える～」と題し、昨年
（第１回）の東京・銀座に続き、大阪・淀屋橋で開催致します。
　酒蔵が先祖代々、地域の中で果たしてきた役割は「地域の要」
となり、地域での食文化を創り出し、地域での人々の
交流やコミュニティーを醸成する機会を生み出すという、
実に貴重なものです。
　本企画では、地域に根ざした酒蔵自慢の美酒
を味わいつつ、酒蔵の果たしてきた役割を見つめ
直し、地域の再生につながる原点をいま一度探る
場としたいと存じます。多くの皆様のご来場を、
心よりお待ち申し上げます。

お問い合わせ：（一社）日本社会連帯機構　＜第２回酒の座 in 大阪実行委員会　事務局＞
TEL：03-6907-8051   FAX：03-6907-8041   携帯：090-2754-5652（担当：大越）

■地下鉄御堂筋線
　淀屋橋駅 13号出口から南へ徒歩約 3分
　本町駅 2号出口から北へ徒歩約 7分
■京阪電車
　淀屋橋駅 3号出口から南へ徒歩約 12分



◆会場①

◆会場②

【飲み比べ・酒蔵紹介等（20日（金）11：00～ 19：00、21日（土）10：00～ 16：00を予定）】
　『福島・宮城・岩手の地酒を飲んで～知って～買って応援！』＠１Ｆ調理室・スタジオ

＜酒蔵・銘柄（予定）＞　　　　　　　

【第１部「酒の座・記念講演」（20日（金）開場12：30／開演13：00　終了14：00を予定）】
　『地酒を通じて発酵や郷土の文化を読み解く（仮題）』＠８Ｆ「ガスビル食堂」会議室
＜講演者＞　中野 恵利　氏（「杜氏屋」店主／酒蔵プロモーター／日本酒バイヤー）

◆その他 【1F屋外ピロティ】酒類及び各酒蔵の所在地に関連した特産品の販売 (20日（金）)
【１Ｆカフェスペース等】酒類及び各酒蔵の所在地に関連した特産品の販売（21日（土））
【会場①受付脇】大堀相馬焼協同組合（福島県浪江町）：伝統の大堀相馬焼の販売

松崎酒造店
　純米吟醸酒「銀牡丹（ぎんぼたん）」、
　純米酒「石背（いわせ）」　等

笹の川酒造（株）
　純米原酒「寿香川誉（すかがわほまれ）」、
　地ウイスキー「山桜 黒ラベル」　等

（有）佐々木酒造店
　純米酒「閖（ゆり）」、
　純米大吟醸酒「浪庵（ろあん）」　等

（株）一ノ蔵
　特別純米酒「笹ノ陽（ささのはる）」、
　特別純米酒「大和伝（やまとでん）」　等

酔仙酒造（株）
　活性原酒「雪っこ（ゆきっこ）」、
　特別純米酒「多賀多（たかた）」　等

（株）わしの尾
　純米酒「北窓三友（ほくそうさんゆう）」、
　古代米仕込み「あさむらさき」　等
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参加申込書：FAX03-6907-8041 前売券　　　[　一部　・　全部　] いずれかに◯をして下さい

お名前

ご住所

所属
男
・
女

フリガナ

〒              -
TEL          (             )
FAX          (             )

【第２部「酒の座・シンポジウム」（20日（金）開演14：15　終了16：30を予定）】
　『酒蔵こそ、地域を活かすネットワークの源（仮題）』＠８Ｆ「ガスビル食堂」会議室
＜パネリスト＞
中野 恵利　氏（「杜氏屋」　店主）…日本酒専門バー経営者、日本酒専門家の立場で
村上 雄樹　氏（酔仙酒造（株）総務部総務課　課長）…酒製造者の立場で、岩手県を代表して
佐々木 陽悦　氏（（有）たじりエコベジタブル　代表取締役）…米生産者の立場で、宮城県を代表して
冨田 寛司　氏（大阪ガス（株）地域共創部門近畿圏部　室長）…企業ＣＳＲの立場で、大阪を代表して
山野 久幸　氏（大阪府酒造組合　理事長）…南部杜氏のいる酒蔵の立場で、大阪の酒蔵を代表して
＜コメンテ―タ―＞
吉原 　毅　氏（城南信用金庫　相談役）…酒蔵と共に地域活性化の中核を成す金融機関の立場で
＜コーディネーター＞
永戸 祐三　氏（（一社）日本社会連帯機構　代表理事）…地域づくり・仕事おこしに携わる立場で

【第３部「酒の座・特別トークショー」（21日（土）開演13：00　終了14：30を予定）】
　『浜先生と考える！地酒（ＳＡＫＥ）から見つめる日本と世界（仮題）』＠１Ｆカフェオープンスペース
＜登壇者＞ 浜 　矩子　氏（同志社大学大学院　教授）…酒通エコノミストの立場で
  浅見 周平　氏（一ノ蔵酒類販売（株）　代表取締役社長）…酒流通・製造専門の立場で
  永戸 祐三　氏（（一社）日本社会連帯機構　代表理事）


